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は
じ
め
に

一　

日
本
の
政
権
交
代
と
消
費
税
論
議

二　

フ
ラ
ン
ス
の
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
税
制
論
議

三　

政
策
税
制
の
本
質

四　

理
論
税
制
の
探
究

お
わ
り
に

は
じ
め
に

税
は
、
基
本
的
に
は
、
私
経
済
主
体
で
あ
る
企
業
と
家
計
か
ら
公
経
済
主
体
で
あ
る
政
府
（
中
央
政
府
、
地
方
政
府
）
へ
の
財
（
貨
幣
）

の
移
転
と
い
う
経
済
現
象
で
あ
る
。
し
か
し
、
税
の
根
底
に
は
、
国
家
主
権
に
基
づ
く
課
税
権
力
の
行
使
に
よ
る
税
徴
収
で
あ
る
と
い
う

論　

説

七
三
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政
治
現
象
が
あ
る
。
そ
し
て
、
民
主
国
家
で
の
税
課
徴
は
、
基
本
的
に
は
議
会
に
お
い
て
税
成
文
法
と
し
て
の
税
法
律
や
税
条
例
の
税
制

定
法
立
法
、
そ
し
て
、
そ
の
税
制
定
法
に
基
づ
く
税
法
執
行
（
税
法
行
政
お
よ
び
税
法
裁
判
）
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
税
は
、
最
終
的
に
は
、

「
法
律
な
け
れ
ば
課
税
な
し
」
と
い
う
税
法
定
原
理
（
1
）

に
基
づ
く
法
現
象
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
現
実
の
税
制
は
、
あ
ら
ゆ
る
科
学
的
知
見
を

踏
襲
し
、
立
法
過
程
で
の
論
議
に
よ
り
精
査
さ
れ
体
系
化
さ
れ
て
い
る
。
税
の
研
究
が
総
合
社
会
科
学
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
所
以
も
、
こ

こ
に
あ
る
（
2
）

。

現
実
の
税
制
は
、
立
法
過
程
に
お
い
て
、
経
済
的
研
究
、
法
的
研
究
、
会
計
的
研
究
、
等
々
の
成
果
を
民
主
主
義
的
政
治
過
程
に
お
い

て
政
治
的
フ
ィ
ル
タ
ー
で
精
査
さ
れ
税
法
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
税
制
は
、
究
極
的
に
は
、
税
法
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
近
時
、
税
法
研
究
に
お
い
て
も
、
従
来
の
実
定
法
の
解
釈
学
的
税
法
研
究
の
ほ
か
、
税
法
立
法
過
程
の
検
証
が
重
要
で
あ
る

と
の
認
識
も
提
示
さ
れ
て
い
る
（
3
）

。

民
主
国
家
は
、
議
会
制
定
法
に
よ
る
統
治
下
に
あ
る
。
こ
れ
が
「
法
の
支
配
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
的
に
は
、「
人
の
支
配
」
と

も
見
ら
れ
る
政
党
支
配
が
重
き
を
な
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
政
権
支
配
者
で
あ
る
与
党
の
意
思
が
税
制
に
も
反
映
さ
れ
る
。
そ
の
税
制

が
市
民
の
意
思
で
あ
る
か
は
、
現
代
政
治
、
特
に
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
の
低
さ
な
ど
か
ら
み
て
、
疑
問
も
提
起
で
き
る
（
4
）

。
し
か
し
な
が

ら
、
現
実
社
会
に
お
い
て
、
現
行
税
法
に
基
づ
く
税
課
徴
が
強
制
的
に
実
行
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
経
済
は
、
漢
語
で
は
「
経
世
済
民
」（
世
を
お
さ
め
、
民
を
す
く
う
）
の
略
語
で
あ
る
と
さ
れ
、
財
の
移
転
・
管
理
な
ど
を

意
味
す
る
英
語
の
経
済econom

y

と
は
異
な
る
意
味
を
も
つ
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
民
主
国
家
の
法
と
政
治
も
、
市
民
の
た

め
の
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
日
本
国
憲
法
前
文
に
お
い
て
「
国
政
は
、
国
民
の
厳
粛
な
信
託
に
よ
る
も
の
で
あ
つ

て
、
そ
の
権
威
は
国
民
に
由
来
し
、
そ
の
権
力
は
国
民
の
代
表
者
が
こ
れ
を
行
使
し
、
そ
の
福
利
は
国
民
が
こ
れ
を
享
受
す
る
」
と
規
定

七
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し
て
い
る
の
は
、
こ
の
趣
旨
で
あ
る
。
現
代
国
家
と
し
て
の
資
本
主
義
お
よ
び
民
主
主
義
国
家
の
税
制
は
、
市
民
の
福
利
の
た
め
に
あ
る

べ
き
で
あ
る
。
税
を
取
り
巻
く
経
済
、
政
治
、
法
は
、
市
民
の
幸
福
の
た
め
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
意
味
お
い
て
税
法
は
、
市
民
の

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
税
行
政
組
織
に
と
っ
て
の
税
課
徴
の
道
具
で
は
な
く
、
市
民
の
権
利
保
障
の
道
具
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
（
5
）

。

「
税
は
市
民
の
幸
福
の
た
め
の
も
の
」、
こ
れ
を
税
分
野
に
お
け
る
「
正
義
」
と
言
え
ば
「
正
義
」
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

「
正
義
」
基
準
も
、
現
実
的
に
は
、
政
党
支
配
に
よ
り
変
質
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
結
果
、
税
分
野
に
「
正
義
」（
あ
る
い
は
「
租
税
正
義
」）

と
い
う
倫
理
（
ま
た
は
哲
学
）
基
準
は
不
整
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
単
に
税
法
立
法
過
程
に
お
い
て
示
唆
を
与
え
う
る
が
、
基
本
的
に
税

法
定
原
理
に
基
づ
く
税
法
（
科
）
学
に
倫
理
基
準
は
存
在
し
得
な
い
。
そ
し
て
、
結
果
と
し
て
の
税
制
、
税
法
令
が
市
民
の
幸
福
を
保
障

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
が
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
税
に
期
待
さ
れ
て
い
る
（
6
）

。
ま
た
、
税
を
研
究
す
る
税
法
学
の
使
命
も
市

民
の
幸
福
保
障
追
及
に
あ
る
。

本
稿
で
考
察
す
る
の
は
、「
政
権
交
代
と
税
制
」
と
の
関
係
で
あ
る
。
税
制
は
、
政
党
に
よ
り
異
な
る
べ
き
か
。
こ
の
問
題
提
起
は
、

各
政
党
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
政
策
を
も
ち
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
税
制
論
を
そ
れ
ぞ
れ
有
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

税
制
は
、
政
権
政
党
の
政
策
実
現
の
た
め
に
、
政
権
色
の
あ
る
税
制
論
議
が
展
開
さ
れ
、
こ
れ
を
前
提
に
成
立
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
、
そ
の
税
制
論
が
税
制
改
正
法
案
と
し
て
議
会
審
議
を
経
て
実
定
税
法
立
法
さ
れ
る
か
は
、
選
挙
に
基
づ
く
議

会
構
成
や
政
争
に
よ
る
与
野
党
構
成
に
も
よ
る
。
議
会
に
お
い
て
安
定
的
絶
対
多
数
を
占
め
る
与
党
政
権
に
よ
る
税
制
改
正
法
案
で
あ
れ

ば
、
野
党
や
世
論
か
ら
の
反
対
意
見
が
あ
る
と
し
て
も
、
結
果
と
し
て
法
令
と
し
て
決
議
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
（
消
費
税
法
の
成
立
は
、
大
型

消
費
税
導
入
を
し
な
い
と
い
う
公
約
に
基
づ
き
多
数
を
占
め
た
自
民
党
に
よ
る
強
行
採
決
で
あ
っ
た
）。
ま
た
、
与
野
党
が
税
制
改
正
に
関
し
て
常

に
対
立
す
る
と
は
断
言
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
本
稿
は
、
政
権
交
代
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
税
制
改
正
の
具
体
的
事
例
を
基
に
帰
納
論

七
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か
ら
導
か
れ
る
政
権
交
代
と
税
制
と
の
基
本
関
係
を
考
証
し
、
そ
の
帰
結
と
し
て
、
政
権
交
代
と
税
制
改
正
に
関
す
る
諸
関
係
の
中
か
ら

演
繹
論
か
ら
理
論
上
ま
た
は
基
本
的
な
税
制
（「
理
論
税
制
」
ま
た
は
「
基
本
税
制
」）
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
換
言

す
れ
ば
、
本
稿
は
、
い
わ
ゆ
る
「
政
策
税
制
」
で
は
な
い
税
制
に
つ
い
て
考
証
す
る
た
め
の
一
論
稿
で
あ
る
。
な
お
、
基
本
的
に
は
、
税

制
は
、
財
政
支
出
を
と
も
な
う
政
策
実
現
の
た
め
の
財
政
収
入
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
す
べ
て
の
税
制
は
政
策
税
制

と
な
る
。
し
か
し
、
従
来
の
政
策
税
制
の
理
解
と
し
て
は
、「
特
定
の
政
策
目
的
」
を
も
つ
こ
と
、
そ
し
て
恒
久
的
で
は
な
い
暫
定
的
な

税
制
が
政
策
税
制
と
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
も
、
こ
の
理
解
を
前
提
と
し
て
い
る
。
税
研
究
者
は
、
こ
の
政
策
税
制
と
は
異
な
る
基
本
的
で

か
つ
理
論
的
な
税
制
（
以
下
、
本
稿
で
は
「
理
論
税
制
」
と
す
る
）
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
考
え
、
そ
の
探
究
を
な
し
て
き
た
。
筆
者
も
そ
の

一
人
で
あ
る
。

検
討
対
象
と
な
る
事
例
は
多
く
あ
る
。
本
稿
で
は
、
二
つ
の
事
例
を
検
証
す
る
。
一
つ
が
日
本
に
お
け
る
消
費
税
、
今
一
つ
が
フ
ラ
ン

ス
の
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
論
議
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
二
つ
以
上
の
異
な
る
政
権
に
お
い
て
論
議
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
二
例
か
ら
十
分
な

帰
納
論
的
結
論
が
導
か
れ
る
か
疑
問
も
あ
る
。
こ
こ
で
の
論
述
は
、
一
つ
の
仮
説
で
し
か
な
い
と
も
言
え
る
。

な
お
、
本
稿
は
、
政
権
交
代
の
政
治
学
的
分
析
を
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
は
、
一
税
法
学
研
究
者
の
論
考
で
あ
り
、
税
と
い
う
総

合
社
会
科
学
的
存
在
に
関
す
る
拙
論
を
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
。

一　

日
本
の
政
権
交
代
と
消
費
税
論
議

1　

消
費
税
法
の
成
立
・
展
開

消
費
税
が
日
本
に
出
現
し
た
の
は
、
一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三
年
）
税
制
改
正
に
よ
る
消
費
税
法
（
昭
和
六
三
年
一
二
月
三
〇
日
号
外
法
律

七
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一
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）

第
一
〇
八
号
公
布
）
の
成
立
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
民
党
単
独
政
権
下
に
お
け
る
竹
下
登
首
相
政
権
に
よ
る
強
行
採
決
の
結

果
で
あ
っ
た
（
7
）

。
こ
れ
以
前
、
日
本
の
大
型
間
接
税
で
あ
る
「
一
般
消
費
税
」
の
検
討
は
、
福
田
赳
夫
内
閣
の
下
、
当
時
の
政
府
税
制
調
査

会
の
「
一
般
消
費
税
特
別
部
会
」（
昭
和
五
三
年
八
月
設
置
）
を
中
心
に
な
さ
れ
、
そ
の
後
、
大
平
正
芳
内
閣
に
て
「
昭
和
五
四
年
度
の
税

制
改
正
に
関
す
る
答
申
」（
昭
和
五
三
年
一
二
月
二
七
日
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
大
平
の
急
逝
に
よ
り
、
法
案
提
出
ま
で
に
至
ら
な

か
っ
た
（
8
）

。
最
初
の
法
案
提
出
は
、
中
曽
根
政
権
下
で
の
「
売
上
税
法
」
案
（
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
年
）
二
月
「
売
上
税
法
案
」
等
の
税
制
改

革
関
連
法
案
を
第
一
〇
八
回
通
常
国
会
に
提
出
）
で
あ
っ
た
（
9
）

。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
野
党
と
世
論
の
反
対
の
ほ
か
与
党
内
で
も
反
対
意
見
が
出

さ
れ
、
廃
案
と
な
っ
た
。
自
民
党
の
消
費
税
導
入
の
政
治
的
主
張
は
、
竹
下
政
権
に
て
、
消
費
税
法
の
強
行
採
決
に
よ
っ
て
結
実
す
る
。

消
費
税
法
の
施
行
は
、
そ
の
翌
年
、
一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）
四
月
一
日
か
ら
で
あ
っ
た
。
正
に
、
消
費
税
創
設
は
、
平
成
税
制
の
始

ま
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
税
率
は
、
三
％
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
野
党
の
反
発
、
世
論
の
反
対
は
、
根
強
い
も
の
が
あ
っ
た
。

消
費
税
法
制
定
当
時
の
消
費
税
に
関
す
る
賛
否
は
、
自
民
党
が
賛
成
、
非
自
民
が
反
対
と
い
う
基
本
構
成
と
し
て
認
識
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
い
わ
ゆ
る
五
五
年
体
制
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
体
制
で
の
消
費
税
論
議
は
、
非
常
に
理
解
し
や
す
い
与
野
党
間
対
立
を
示
し

て
い
た
。
そ
の
例
と
し
て
、
消
費
税
法
施
行
後
の
一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）
七
月
の
参
院
選
挙
の
結
果
、
消
費
税
廃
止
を
公
約
し
た
社

会
党
の
参
院
で
の
躍
進
（
社
会
党
の
土
井
ブ
ー
ム
）
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
衆
参
ね
じ
れ
国
会
現
象
が
起
き
、
社
会
党
は
、
参
議
院
に
お
い
て

「
消
費
税
法
を
廃
止
す
る
法
律
案
」（
第
一
一
六
回
国
会
参
法
第
一
号
（
10
）

）
を
提
出
し
、
同
年
一
二
月
一
一
日
に
可
決
ま
で
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
（
衆
議
院
で
廃
案
と
な
る
）。

そ
の
後
の
日
本
政
治
動
向
は
、
政
治
汚
職
、
腐
敗
と
い
え
る
事
件
が
次
々
と
発
生
し
、
国
民
の
政
治
不
信
を
も
た
ら
し
自
民
党
単
独
与

党
と
野
党
第
一
党
社
会
党
と
い
う
五
五
年
体
制
の
崩
壊
へ
と
向
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）
の
総
選
挙
に
よ
り
、

七
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日
本
新
党
代
表
の
細
川
護
煕
が
非
自
民
の
賛
同
を
得
て
首
相
指
名
さ
れ
、
五
五
年
体
制
は
終
焉
し
た
。
細
川
政
権
は
、
消
費
税
三
％
を
廃

止
し
、
税
率
七
％
の
国
民
福
祉
税
を
一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）
二
月
三
日
に
提
案
す
る
が
、
即
日
、
撤
回
し
た
（
11
）

。
そ
の
後
、
新
政
党
の

羽
田
孜
政
権
へ
と
続
き
、
五
五
年
体
制
に
基
づ
く
、
消
費
税
の
賛
否
論
対
立
は
あ
い
ま
い
な
も
の
と
な
っ
た
。
特
に
、
自
民
、
社
会
、
さ

き
が
け
の
連
立
に
よ
る
社
会
党
党
首
で
あ
っ
た
村
山
富
市
を
首
相
と
す
る
連
立
政
権
に
お
い
て
、
一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）
一
一
月
に

成
立
さ
せ
た
税
制
改
革
関
連
法
案
（
12
）

に
基
づ
き
、
地
方
消
費
税
の
導
入
と
消
費
税
等
の
増
税
（
三
％
か
ら
五
％
に
増
税
、
う
ち
地
方
消
費
税

一
％
）
を
決
定
し
、
こ
れ
を
自
民
党
の
橋
本
龍
太
郎
内
閣
が
実
施
す
る
と
い
う
事
態
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
日

本
に
お
け
る
消
費
税
賛
否
論
は
、
か
つ
て
の
自
民
党
が
賛
成
、
社
会
党
が
反
対
と
い
う
対
立
構
造
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
一
因
と
し

て
、
消
費
税
の
福
祉
目
的
税
論
が
あ
る
。

消
費
税
反
対
、
廃
止
論
は
、
全
く
な
く
な
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
影
響
は
小
さ
い
。
自
民
党
一
党
政
権
体
制
は
、
二
一

世
紀
初
頭
に
は
な
く
な
り
、
自
民
党
と
公
明
党
と
を
中
心
と
す
る
連
立
内
閣
が
続
き
、
自
民
党
の
小
泉
純
一
郎
、
安
部
晋
三
、
福
田
康
夫
、

そ
し
て
麻
生
太
郎
に
よ
る
各
政
権
が
展
開
さ
れ
た
。
消
費
税
に
対
す
る
論
議
も
、
税
率
の
引
き
上
げ
、
免
税
点
の
引
き
下
げ
な
ど
の
各
論

的
議
論
が
あ
る
も
、
消
費
税
廃
止
論
の
展
開
は
な
か
っ
た
。
民
主
党
政
権
が
登
場
し
、
非
自
民
の
単
独
政
党
に
よ
る
政
権
交
代
が
実
現
し

た
が
、
そ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も
明
確
な
消
費
税
反
対
は
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
（
13
）

。

現
在
の
消
費
税
率
八
％
（
消
費
税
六
・
三
％
、
地
方
消
費
税
一
・
七
％
）
は
、
民
主
党
の
野
田
佳
彦
政
権
に
お
い
て
、
二
〇
一
一
年
一
二
月

二
九
日
の
税
制
調
査
会
と
一
体
改
革
調
査
会
（
正
式
に
は
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」）
と
の
合
同
総
会
に
お
い
て

提
案
さ
れ
、
こ
の
消
費
税
増
税
を
柱
と
す
る
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
関
連
法
案
（
14
）

が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
立
法
上
認
め
ら
れ
、
そ
の
税

率
施
行
日
が
二
〇
一
四
年
四
月
一
日
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
な
お
、
施
行
日
は
、
自
民
党
の
安
倍
政
権
下
で
あ
っ
た
。

七
八



政
権
交
代
と
税
制
（
伊
藤
）

（
一
六
一
）

消
費
税
の
今
後
措
置
と
し
て
は
、
民
主
党
の
野
田
政
権
に
て
確
認
さ
れ
た
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
自
民
党
の
安
部
政
権
に
て
、
ま
ず

二
〇
一
四
年
四
月
一
日
か
ら
五
％
か
ら
八
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
ま
た
当
初
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
日
か
ら
一
〇
％
へ
と
な
る
こ
と
が

決
定
し
て
い
た
が
、
平
成
二
七
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
こ
れ
を
二
〇
一
七
年
（
平
成
二
九
年
）
四
月
一
日
か
ら
と
す
る
と
延
期
決
定
さ

れ
て
い
る
（
15
）

。

自
民
党
の
大
平
政
権
が
自
ら
蒔
い
た
赤
字
国
債
発
行
を
是
正
す
る
た
め
の
財
政
再
建
措
置
と
し
て
の
一
般
消
費
税
増
税
策
は
、
そ
の
後

の
自
民
党
政
権
に
て
消
費
税
法
と
し
て
実
現
さ
れ
た
。
ま
た
、
消
費
税
に
対
す
る
賛
否
論
が
与
野
党
対
立
と
い
う
構
造
を
形
成
し
た
か
に

見
え
た
が
、
五
五
年
体
制
の
崩
壊
と
と
も
に
、
消
費
税
に
関
す
る
明
確
な
政
党
間
格
差
は
福
祉
目
的
税
論
に
よ
り
な
く
な
っ
て
い
る
。

2　

消
費
税
の
福
祉
目
的
税
論

日
本
に
お
け
る
消
費
税
賛
否
論
の
政
党
間
対
立
を
な
く
し
た
の
は
、
先
に
も
指
摘
し
た
消
費
税
の
福
祉
目
的
税
論
で
あ
る
。
野
党
と
し

て
の
社
会
党
は
、
一
般
消
費
税
か
ら
売
上
税
、
そ
し
て
消
費
税
法
成
立
に
至
っ
て
も
、
消
費
税
反
対
、
廃
止
を
主
張
し
て
き
た
。
し
か
し
、

細
川
政
権
に
与
党
と
し
て
組
入
り
、
ま
た
村
山
党
首
が
自
民
党
と
の
連
立
を
な
し
政
権
を
担
っ
た
と
き
に
、
与
党
と
し
て
の
社
会
党
は
、

消
費
税
の
増
税
を
決
定
し
た
。
こ
の
社
会
党
の
消
費
税
支
持
と
い
う
政
治
的
転
換
ま
た
は
妥
協
は
、
消
費
税
の
福
祉
目
的
税
化
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
消
費
税
の
福
祉
目
的
税
論
の
発
端
は
、
晴
天
の
霹
靂
と
も
い
え
る
細
川
総
理
の
三
％
消
費
税
廃
止
、
七
％
「
国
民
福
祉
税
」

の
創
設
発
表
と
撤
回
と
い
う
朝
令
暮
改
と
も
言
え
る
構
想
（
一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）
二
月
三
日
）
に
あ
っ
た
と
見
る
。
こ
れ
以
降
の
消

費
税
＝
福
祉
目
的
税
と
い
う
構
想
が
一
般
化
し
、
財
政
再
建
の
た
め
の
消
費
税
創
設
・
増
税
と
い
う
印
象
が
国
民
的
に
薄
れ
、
結
果
と
し

て
、
細
川
政
権
後
の
政
権
で
あ
る
村
山
政
権
は
、
消
費
税
改
正
法
（
一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）
一
〇
九
号
）
お
よ
び
地
方
消
費
税
創
設
法

七
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
一
六
二
）

（
同
年
一
一
一
号
法
律
）
に
よ
り
、
消
費
税
率
を
引
上
げ
、
ま
た
、
そ
の
附
則
に
明
記
さ
れ
た
「
検
討
」
条
項
に
、
消
費
税
率
に
関
し
て

「
社
会
保
障
等
に
要
す
る
費
用
の
財
源
を
確
保
す
る
観
点
」、「
社
会
福
祉
等
に
要
す
る
費
用
の
財
源
を
確
保
す
る
観
点
」
を
採
用
す
る
こ

と
を
明
記
し
、
消
費
税
を
福
祉
目
的
税
と
し
て
性
格
付
け
し
た
。
こ
れ
は
、
現
行
の
消
費
税
法
一
条
二
項
に
「
消
費
税
の
収
入
に
つ
い
て

は
、
地
方
交
付
税
法 

（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
一
号
）
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
毎
年
度
、
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
た
年
金
、

医
療
及
び
介
護
の
社
会
保
障
給
付
並
び
に
少
子
化
に
対
処
す
る
た
め
の
施
策
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
も
の
と
す
る
。」（
平
成
二
四
年
改

正
法
律
六
八
号
に
よ
り
改
正
）
と
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
帰
着
す
る
。

こ
の
消
費
税
の
福
祉
目
的
税
論
は
、
一
般
消
費
税
論
議
に
お
け
る
賛
否
論
を
止
揚
（
ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ンA

ufheben

）
す
る
も
の
も
の
と
し

て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
の
か
。
現
代
国
家
は
、
近
代
の
消
極
的
国
家
か
ら
積
極
的
国
家
と
し
て
国
民
生
活
に
介
入
し
、「
す
べ
て
の
生
活

部
面
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
」（
日
本
国
憲
法
二
五
条
二
項
）
に
努
め
、
義
務
教
育
の
無
償

化
（
同
二
六
条
二
項
）
を
実
現
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
現
代
国
家
の
税
財
政
は
、
福
祉
国
家
と
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の

税
制
は
福
祉
目
的
を
持
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
16
）

。
総
体
と
し
て
の
税
制
が
福
祉
目
的
を
有
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
は
、
現
実

の
社
会
保
険
や
年
金
が
税
に
よ
り
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
直
結
す
る
も
の
で
は
な
い
。
毎
年
度
の
財
政
の
収
入
を

担
保
す
る
税
は
、
予
算
に
よ
り
支
出
が
確
定
さ
れ
て
お
り
、
保
険
事
由
の
発
生
に
基
づ
き
支
出
さ
れ
る
保
険
制
度
と
は
区
別
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
社
会
保
険
（
医
療
保
険
）
は
加
入
者
の
保
険
料
で
、
ま
た
年
金
も
掛
金
に
て
、
基
本
的
に
は
、
制
度
設
計
さ
れ
る
（
こ
れ
ら

を
税
に
て
実
施
し
て
い
る
国
（
17
）

も
あ
る
が
）。
具
体
的
支
出
目
的
を
有
す
る
目
的
税
は
、
税
制
と
し
て
例
外
で
あ
る
。

近
時
の
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
論
は
、
社
会
保
障
制
度
の
財
源
不
足
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
る
。
税
に
よ
る
社
会
保
障
財

源
の
補
填
は
、
公
的
医
療
保
険
制
度
を
支
え
る
た
め
に
は
必
要
な
措
置
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
が
経
常
化
さ
れ
る
こ
と
に
は
、
疑
問

八
〇



政
権
交
代
と
税
制
（
伊
藤
）

（
一
六
三
）

が
あ
る
。
税
と
公
的
保
険
料
は
、
国
民
負
担
と
し
て
総
合
的
検
討
の
対
象
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
両
者
は
性
質
の
異
な
る

も
の
で
あ
る
（
予
算
に
基
づ
く
税
財
政
は
、
年
度
主
義
を
採
用
し
、
基
本
的
に
は
、
毎
年
の
収
支
均
衡
が
前
提
と
さ
れ
、
保
険
制
度
の
よ
う
な
年
度
を

越
え
る
積
立
金
な
ど
を
原
則
と
し
て
認
め
な
い
）。
総
体
と
し
て
の
税
制
の
福
祉
目
的
税
論
は
、
社
会
保
障
制
度
を
税
に
て
制
度
化
す
る
こ
と

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
特
定
の
税
目
に
社
会
保
障
を
担
保
さ
せ
る
こ
と
も
、
税
制
の
本
質
か
ら
み
て
例
外
で
あ

る
べ
き
で
あ
る
。

二　

フ
ラ
ン
ス
の
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
税
制
論
議

フ
ラ
ン
ス
の
政
権
交
代
に
つ
い
て
は
、
大
統
領
の
交
代
を
も
っ
て
考
慮
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
初
代
大
統
領
は
、
第
二
共
和
制
（
一
八
四
八

年
〜
一
八
五
二
年
）
に
お
け
る
ル
イ=
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
（L

ouis-N
apoleon B

onaparte

、
一
八
〇
八
年
〜
一
八
七
三
年
）
で
あ
る
。

歴
代
の
大
統
領
に
つ
き
、
そ
の
政
権
交
代
と
税
制
の
変
遷
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
本
稿
の
テ
ー
マ
か
ら
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
紙
幅

の
関
係
等
か
ら
、
こ
こ
で
は
直
近
の
政
権
交
代
で
あ
る
第
二
三
代
大
統
領
ニ
コ
ラ
・
サ
ル
コ
ジ
（N

icolas S
arkozy

、
一
九
五
五
年
生
れ
、

Ｕ
Ｍ
Ｐ
（U

nion pour un M
ouvem

ent P
opulaire

、
国
民
運
動
連
合
）
所
属
、
二
〇
〇
七
年
五
月
一
六
日
か
ら
二
〇
一
二
年
五
月
一
五
日
ま
で
在
任
）

か
ら
現
職
の
第
二
四
代
大
統
領
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
オ
ラ
ン
ド
（F

rancois H
ollande

、
一
九
五
四
年
生
れ
、
Ｐ
Ｓ
（P

artie S
ocialiste

）
所
属
、

二
〇
一
二
年
五
月
一
五
日
か
ら
在
任
中
）
へ
の
政
権
交
代
と
税
制
を
検
討
す
る
。
様
々
な
税
制
改
正
が
両
政
権
下
で
な
さ
れ
て
い
る
が
、

二
一
世
紀
環
境
時
代
に
お
け
る
税
制
と
し
て
注
目
さ
れ
る
「
環
境
税
（fi scalité de l ’environnem

ent

）」
の
一
つ
と
し
て
立
案
さ
れ
た
「
エ

コ
タ
ッ
ク
ス
（ecotaxe

）」（
一
般
的
別
名
で
は
「
大
型
ト
ラ
ッ
ク
・
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
」（ecotaxe poids lourds

）
正
式
に
は
貨
物
運
送
車
両
に
関
す

る
国
税
（taxe nationale sur les vehicules de transport de m

archandise

）
と
さ
れ
る
（
18
）

）
を
検
討
の
素
材
と
す
る
。

八
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
一
六
四
）

1　

サ
ル
コ
ジ
政
権
下
の
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
立
法

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
環
境
政
策
は
、
諸
外
国
と
同
様
、
一
九
七
〇
年
の
国
連
人
間
環
境
会
議
（
別
名
「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
」）
こ
ろ
か

ら
検
討
さ
れ
て
き
た
（
19
）

。
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
環
境
政
策
は
、
第
二
一
代
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
ッ
テ
ラ
ン
（F

rancois M
itterrand

）
大
統
領

（
Ｐ
Ｓ
所
属
）、
次
の
第
二
二
代
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ラ
ク
（Jacques C
hirac

）
大
統
領
（
Ｕ
Ｍ
Ｐ
所
属
）
の
こ
ろ
、
盛
ん
に
展
開
さ
れ
た
も
の
を

継
承
し
て
い
る
（
20
）

。
第
二
三
代
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
は
、
Ｕ
Ｍ
Ｐ
所
属
で
、
シ
ラ
ク
政
権
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。

サ
ル
コ
ジ
政
権
の
環
境
政
策
と
税
制
は
、
二
〇
〇
七
年
に
開
催
さ
れ
た
「
環
境
グ
ル
ネ
ル
会
議
」
の
成
果
と
し
て
の
「
グ
ル
ネ
ル
法
」

（
第
一
法
と
第
二
法
が
あ
る
）
に
規
定
さ
れ
、
展
開
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
環
境
税
は
多
様
で
あ
る
。
グ
ル
ネ
ル
第
一
法
に
基
づ
き

提
案
さ
れ
た
の
が
「
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
」
で
あ
る
（
21
）

。

エ
コ
タ
ッ
ク
ス
は
、
関
税
法
典
（C

ode des douanes

）
の
改
正
と
し
て
、
二
〇
〇
九
年
度
財
政
に
関
す
る
二
〇
〇
八
年
一
二
月
二
七
日

法
律
第
一
四
二
五
号
（
22
）

第
一
五
三
条
に
規
定
さ
れ
た
。
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
道
路
を
走
行
す
る
大
型
ト
ラ
ッ
ク
（
三
・
五
ト
ン
以

上
）
に
課
す
る
税
で
あ
り
、
一
種
の
ロ
ー
ド
・
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
（
走
行
距
離
課
徴
金
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
道
路
整
備
お
よ
び
道
路
周
辺
環

境
整
備
の
諸
費
用
の
た
め
に
、
ま
た
価
格
シ
グ
ナ
ル
と
し
て
の
効
果
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
は
、
法
案
が
成
立
し
立
法
さ
れ
、
当
初
、
二
〇
一
一
年
末
ま
で
に
実
施
す
る
予
定
で
い
た
が
、
課
徴
シ
ス
テ
ム
整

備
の
都
合
な
ど
か
ら
、
そ
の
実
施
日
が
延
長
さ
れ
、
二
〇
一
二
年
の
大
統
領
選
挙
で
敗
退
し
た
サ
ル
コ
ジ
政
権
下
で
の
実
施
は
実
現
さ
れ

な
か
っ
た
。

2　

オ
ラ
ン
ド
政
権
に
よ
る
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
実
施

二
〇
一
二
年
の
大
統
領
選
挙
で
勝
利
し
た
オ
ラ
ン
ド
政
権
に
お
い
て
、
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
の
実
施
は
、
再
三
の
延
長
が
な
さ
れ
、
最
終
的

八
二



政
権
交
代
と
税
制
（
伊
藤
）

（
一
六
五
）

に
は
、
二
〇
一
四
年
一
月
一
日
か
ら
と
決
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
下
旬
こ
ろ
か
ら
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
を
中
心
と

す
る
反
対
運
動
が
激
烈
化
し
（
23
）

、
オ
ラ
ン
ド
政
権
は
、
そ
の
実
施
の
延
期
を
決
定
す
る
と
い
う
政
治
的
決
断
を
し
た
。
し
か
し
、
エ
コ

タ
ッ
ク
ス
は
、
廃
止
で
は
な
く
、
実
施
延
期
で
あ
り
（
24
）

、
そ
の
後
も
そ
の
実
施
へ
と
進
ん
だ
。
現
在
、
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
は
、
若
干
の
改
訂
が

な
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
一
月
一
日
以
降
実
施
さ
れ
て
い
る
（
25
）

。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
の
導
入
は
、
Ｅ
Ｕ
環
境
政
策
や
近
隣
諸
国
と
の
対
応
連
携
を
考
慮
す
れ
ば
、
当
然
と
も
言
え
る
も

の
で
あ
る
。
政
権
交
代
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
実
施
は
必
須
で
あ
っ
た
と
も
評
す
る
。

三　

政
策
税
制
の
本
質

1　

政
策
税
制
の
意
義
内
容

政
策
税
制
と
は
何
か
。
先
に
の
べ
た
よ
う
に
、
税
は
、
財
政
収
入
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
の
政
策
実
現
の
た
め
に
支
出
さ
れ
る
財
政

支
出
を
補
充
す
る
も
の
で
、
税
制
は
、
一
般
論
と
し
て
、
政
策
実
現
の
た
め
の
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
税
制
は
、

す
べ
て
政
策
税
制
で
あ
る
と
も
言
い
う
る
。
し
か
し
、
税
制
、
そ
の
す
べ
て
が
政
策
税
制
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
、
一
般
に
は
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
な
い
。
税
制
に
は
、
政
策
税
制
と
は
異
な
る
税
制
と
し
て
の
理
論
税
制
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
（
26
）

。

本
稿
は
、
理
論
税
制
と
区
別
さ
れ
る
政
策
税
制
を
、
先
に
提
示
し
た
政
策
税
制
の
理
解
で
あ
る
「
特
定
の
政
策
目
的
」
と
の
関
連
性
お

よ
び
基
礎
税
法
令
の
施
行
期
間
を
時
限
立
法
と
す
る
な
ど
恒
久
的
立
法
で
は
な
く
暫
定
的
立
法
と
す
る
な
ど
の
暫
定
性
を
有
す
る
税
制
が

政
策
税
制
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
が
政
策
税
制
の
必
要
十
分
条
件
と
理
解
す
る
。
税
制
が
政
策
実
現
の
財
源
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、

フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
一
三
条
も
「P

our l'entretien de la force publique, et pour les dépenses d'adm
inistration, une 
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contribution com
m
une est indispensable 

公
の
武
力
の
維
持
お
よ
び
行
政
の
支
出
の
た
め
に
、
共
同
の
租
税
が
不
可
欠
で
あ
る
（
27
）

。」

と
規
定
す
る
。
こ
の
税
の
本
質
は
政
策
税
制
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
一
三
条
は
、「elle doit être égalem
ent répartie entre tous les citoyens, en raison de leurs 

facultés.　

共
同
の
租
税
は
、
す
べ
て
の
市
民
の
間
で
、
そ
の
能
力
に
応
じ
て
、
平
等
に
分
担
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
続
け
て

規
定
す
る
。
そ
し
て
、
民
主
主
義
を
端
的
に
表
現
し
た
日
本
国
憲
法
前
文
第
一
段
落
中
の
「
そ
も
そ
も
国
政
は
、
国
民
の
厳
粛
な
信
託
に

よ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
権
威
は
国
民
に
由
来
し
、
そ
の
権
力
は
国
民
の
代
表
者
が
こ
れ
を
行
使
し
、
そ
の
福
利
は
国
民
が
こ
れ
を
享

受
す
る
。」
と
い
う
記
述
は
、
財
政
民
主
主
義
と
し
て
の
議
会
中
心
主
義
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
税
課
徴
の
根
拠
が
国
民
福
利
に
あ

る
も
の
と
税
財
政
法
的
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
近
代
的
民
主
主
義
、
人
権
思
想
を
基
礎
と
す
る
現
代
国
家
に
お
け
る

税
制
は
、
市
民
の
税
負
担
能
力
に
応
じ
た
財
政
収
入
を
確
保
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
も
、
そ
の
税
支
出
が
市
民
の
福
利
の
た
め
に
な
さ

れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
（
28
）

。
こ
こ
に
理
論
税
制
の
基
礎
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
に
反
す
る
税
制
、
す
な
わ
ち
市
民
的
応
能
負
担
を

犠
牲
に
し
た
不
公
平
税
制
、
市
民
の
福
利
に
反
す
る
財
政
支
出
と
な
る
税
制
な
ど
が
、
政
策
税
制
と
な
る
。

2　

各
税
法
律
本
法
と
租
税
特
別
措
置
法

日
本
の
実
定
税
法
は
、
一
税
目
一
税
実
定
法
令
を
基
本
と
し
て
い
る
個
別
税
法
律
ま
た
は
税
条
例
と
し
て
編
纂
さ
れ
る
（
国
税
通
則
法
、

相
続
税
法
、
地
方
税
法
な
ど
の
例
外
も
あ
る
が
）、
い
わ
ゆ
る
「
個
別
法
律
主
義
」
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
租
税
一
般
法

典
（code général des im

pôts

）
や
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
内
国
歳
入
法
典
（IN

T
E
R
N
A
L
 R
E
V
E
N
U
E
 C
O
D
E

）
の
よ
う
な
全
税
目
を
一
つ

の
法
典
に
集
約
規
定
す
る
実
定
税
法
の
「
法
典
主
義
」
と
は
異
な
る
。
法
典
主
義
の
実
定
税
法
編
纂
は
、
理
論
税
制
も
政
策
税
制
も
、
一

つ
の
税
法
典
に
原
則
と
し
て
規
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
個
別
税
法
律
主
義
の
実
定
税
法
は
、
各
税
目
の
基
本
に
関
す
る
条
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項
は
い
わ
ゆ
る
「
本
法
」
に
定
め
、
政
策
税
制
的
な
時
限
立
法
条
項
な
ど
は
個
別
税
法
律
の
特
例
を
定
め
る
租
税
特
別
措
置
法
に
集
約
的

に
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
税
実
務
で
は
、
個
別
税
法
の
理
解
は
、
個
別
税
法
律
、
同
施
行
令
お
よ
び
同
施
行
規
則
、
並
び
に
租
税

特
別
措
置
法
、
同
施
行
令
お
よ
び
同
施
行
規
則
、
そ
の
他
に
判
例
や
実
務
解
釈
と
し
て
の
基
本
通
達
な
ど
を
基
に
な
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
の
「
政
策
税
制
」
論
議
は
、
主
と
し
て
租
税
特
別
措
置
法
に
よ
る
税
制
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
所
得
税
法
、
法
人
税

法
な
ど
の
「
本
法
」
に
規
定
さ
れ
る
税
制
が
理
論
税
制
で
あ
る
と
も
言
い
切
れ
な
い
面
が
あ
る
（
29
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
歴
代
政
権
与

党
も
野
党
も
、
租
税
特
別
措
置
法
の
見
直
し
、
こ
れ
を
政
策
税
制
の
見
直
し
と
位
置
づ
け
て
き
た
と
評
す
る
。
政
府
税
制
調
査
会
で
の
議

論
、
各
政
党
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
な
ど
に
も
、
租
税
特
別
措
置
法
の
見
直
し
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

民
主
党
政
権
の
と
き
、「
租
税
特
別
措
置
の
適
用
状
況
の
透
明
化
等
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、「
租
特
透
明
化
法
」
と
略
す
）（
平
成
二
二
年

三
月
三
一
日
法
律
八
号
）
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
の
目
的
は
、「
租
税
特
別
措
置
に
関
し
、
適
用
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
及

び
そ
の
結
果
の
国
会
へ
の
報
告
等
の
措
置
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
適
用
の
状
況
の
透
明
化
を
図
る
と
と
も
に
、
適
宜
、
適
切
な
見
直
し

を
推
進
し
、
も
っ
て
国
民
が
納
得
で
き
る
公
平
で
透
明
性
の
高
い
税
制
の
確
立
に
寄
与
す
る
こ
と
」
と
し
て
い
る
（
同
法
一
条
）。
こ
の
特

措
透
明
化
法
に
つ
い
て
は
、「
租
税
特
別
措
置
法
に
規
定
さ
れ
た
措
置
や
特
例
等
の
う
ち
、
産
業
政
策
等
の
特
定
の
政
策
目
的
に
よ
り
税

負
担
の
軽
減
等
を
行
う
措
置
（
以
下
「
政
策
税
制
措
置
」
と
い
い
ま
す
。）
に
該
当
す
る
も
の
を
対
象
」
と
し
、
政
策
税
制
措
置
に
該
当
す
る

も
の
の
全
て
に
つ
い
て
四
年
間
で
抜
本
的
に
見
直
す
も
の
と
し
た
（
30
）

。
し
か
し
、
政
策
税
制
は
な
く
な
っ
て
い
な
い
。

奇
し
く
も
年
号
が
昭
和
か
ら
平
成
に
移
る
時
期
と
重
な
り
、
大
型
消
費
税
を
創
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
平
成
税
制
の
基
礎
「
税
制
改
革

法
」（
昭
和
六
三
年
一
二
月
三
〇
日
法
律
一
〇
七
号
）
は
、「
税
制
改
革
は
、
租
税
は
国
民
が
社
会
共
通
の
費
用
を
広
く
公
平
に
分
か
ち
合
う
た

め
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
認
識
の
下
に
、
税
負
担
の
公
平
を
確
保
し
、
税
制
の
経
済
に
対
す
る
中
立
性
を
保
持
し
、
及
び
税
制
の
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簡
素
化
を
図
る
こ
と
を
基
本
原
則
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
」（
同
法
三
条
）
と
規
定
し
、「
公
平
、
中
立
、
簡
素
」
な
税
制
を
望
ま

し
い
税
制
と
し
た
。
し
か
し
、
税
制
の
基
礎
と
な
る
実
定
税
法
は
、
そ
の
実
務
法
令
集
を
み
て
も
、
い
わ
ゆ
る
小
六
法
程
度
の
も
の
か
ら

分
冊
六
法
程
度
の
も
の
へ
と
分
厚
く
な
り
、
税
制
理
念
の
「
簡
素
」
に
逆
行
し
て
い
る
。
特
に
、
租
税
特
別
措
置
法
は
、
先
の
租
特
透
明

化
法
に
も
か
か
わ
ら
ず
益
々
特
別
措
置
規
定
が
多
く
な
っ
て
い
る
感
が
あ
る
。

本
法
と
は
別
に
租
税
特
別
措
置
法
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
立
法
者
意
思
と
し
て
の
政
策
税
制
の
位
置
づ
け
は
明
白
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
31
）

。

四　

理
論
税
制
の
探
究

1　

政
権
交
代
と
理
論
税
制

税
制
改
革
法
の
望
ま
し
い
税
制
と
し
て
「
公
平
、
中
立
、
簡
素
」
な
税
制
が
提
示
さ
れ
た
（
同
法
三
条
）。
筆
者
は
、
私
見
と
し
て
、

「
応
能
負
担
、
簡
素
、
簡
易
計
算
」
で
き
る
税
制
が
市
民
の
た
め
の
税
制
と
す
る
。
税
制
の
基
礎
と
な
る
実
定
税
法
令
は
、
基
礎
法
で
あ

る
民
法
と
比
べ
て
も
、
市
民
の
生
活
に
密
着
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
民
法
を
意
識
し
て
生
活
す
る
市
民
は
少
な
い
が
、
税
を
意
識
し

て
生
活
す
る
市
民
は
多
い
と
推
量
さ
れ
る
。
税
が
市
民
の
権
利
利
益
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
税
実
定
法
の
規
定
形
式
内
容
は
、

義
務
教
育
を
終
え
た
市
民
が
理
解
で
き
る
簡
素
で
税
額
等
の
計
算
も
簡
易
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
。
し
か
し
、
現
実
の
税
実
定
法
は
、
難

解
な
法
令
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
民
主
国
家
の
社
会
シ
ス
テ
ム
が
「
民
」
の
た
め
に
あ
る
べ
き
と
考
え
る
な
ら
、
税
制
の
基
礎
と
な
る
税
法

も
、
税
務
職
員
や
税
理
士
な
ど
の
税
法
専
門
家
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
市
民
の
た
め
に
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
税
法
は
、

市
民
の
権
利
擁
護
の
た
め
の
道
具
で
あ
り
、
課
税
の
た
め
の
道
具
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

先
に
例
示
し
た
日
本
の
消
費
税
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
は
、
政
権
交
代
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
成
立
、
存
続
し
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て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
政
策
税
制
か
否
か
。「
特
定
の
政
策
目
的
」
と
の
関
連
性
は
、
両
税
と
も
あ
る
。
消
費
税
は
福
祉
目
的
を
も
ち
、

エ
コ
タ
ッ
ク
ス
は
道
路
資
本
環
境
整
備
費
用
等
の
補
填
に
使
わ
れ
る
。
こ
の
点
で
は
、
両
税
は
、
政
策
税
制
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、

両
税
は
、
暫
定
的
な
時
限
立
法
税
制
で
は
な
く
、
恒
久
的
な
税
制
と
し
て
成
立
、
実
施
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
両
税
は
、

政
権
交
代
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
廃
止
さ
れ
て
い
な
い
。

政
策
税
制
で
あ
る
必
要
十
分
条
件
は
、
そ
の
税
制
の
特
定
政
策
目
的
と
の
関
連
性
お
よ
び
施
行
期
間
の
暫
定
性
で
あ
る
。
特
定
の
政
策

目
的
と
の
関
連
性
が
あ
る
限
り
、
そ
の
税
制
は
政
策
税
制
に
類
似
す
る
税
制
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
定
の
政
策
目
的
と
の

関
連
性
が
あ
り
、
か
つ
暫
定
的
税
制
で
あ
る
と
き
、
基
本
的
に
は
、
そ
の
税
制
は
政
策
税
制
で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。
こ
の
二
つ
の
条
件

の
う
ち
一
つ
を
欠
く
と
き
、
そ
の
税
制
は
、
政
策
税
制
と
ま
で
は
言
え
ず
、
政
策
税
制
に
類
似
す
る
税
制
と
な
る
。

特
定
の
政
策
目
的
関
連
性
は
、
一
般
的
に
は
、
目
的
税
と
い
う
税
制
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
目
的
税
は
、
市
町
村
税
に
多
く
あ
る
（
32
）

。
そ

の
中
に
は
、
長
き
に
わ
た
り
課
徴
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
を
政
策
税
制
と
し
て
認
識
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
難
し
い
判
断

と
な
る
。

ま
た
逆
に
、
普
通
税
と
し
て
創
設
さ
れ
た
税
制
で
あ
っ
て
も
、
創
設
後
の
実
施
期
間
が
短
い
短
命
な
税
制
も
あ
る
（
た
と
え
ば
、
地
価
税

法
は
平
成
三
年
に
制
定
さ
れ
平
成
一
〇
年
に
租
税
特
別
措
置
法
七
一
条
に
よ
り
「
当
分
の
間
」
課
税
停
止
さ
れ
た
）。

日
本
の
租
税
特
別
措
置
法
は
、
立
法
と
し
て
、
政
策
税
制
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
政
策
税
制
議
論
の
中
で
、
租
税

特
別
措
置
法
に
規
定
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
い
ず
れ
は
本
法
に
吸
収
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
制
度
も
あ
る
と
指
摘
さ
れ

る
（
33
）

。
こ
の
税
制
は
、
非
「
政
策
税
制
」
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
基
本
税
制
ま
た
は
理
論
税
制
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
は
判
断
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
法
人
税
の
交
際
費
課
税
（
現
行
六
一
条
の
四
）
な
ど
租
税
特
別
措
置
法
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の
規
定
の
中
に
は
、
長
年
継
続
さ
れ
て
い
る
特
別
措
置
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
本
法
に
規
定
す
べ
き
税
制
と
す
べ
き
か
の
判
断
は
、
租
特
透

明
化
法
に
よ
る
適
用
実
態
調
査
（
同
法
四
条
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
立
法
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

政
権
交
代
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
政
権
下
の
税
制
を
踏
襲
し
継
続
す
る
こ
と
は
、
政
権
交
代
年
に
お
い
て
は
、
税
財
政
制
度

の
時
間
的
ズ
レ
が
あ
る
（
政
権
交
代
が
財
政
年
度
中
で
あ
れ
ば
、
補
正
予
算
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
す
で
に
確
定
し
た
予
算
等
に
基
づ
き
税
財
政
運
営

が
な
さ
れ
る
）
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
回
避
で
き
な
い
こ
と
と
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
政
権
交
代
か
ら
二
年
度
目
以
降
、
税
制
改
正
が

さ
れ
な
い
政
策
税
制
を
含
む
前
政
権
下
の
税
制
は
、
非
政
策
税
制
と
し
て
認
識
し
、
恒
久
的
な
理
論
税
制
に
近
い
も
の
と
の
認
識
が
許
さ

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
政
策
税
制
か
理
論
税
制
か
の
判
断
は
、
立
法
者
意
思
に
基
づ
く
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
の
か
。

税
制
は
、
課
税
権
者
（
基
底
的
に
は
主
権
者
）
の
意
思
に
基
づ
き
、
税
法
定
原
理
に
よ
り
、
税
成
文
法
に
よ
り
具
体
的
要
件
が
規
定
さ
れ
、

主
権
者
が
所
管
す
る
立
法
権
の
発
動
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
政
策
税
制
と
理
論
税
制
と
の
峻
別
に
つ
い
て
は
、
立
法

者
意
思
に
よ
る
と
す
る
一
つ
の
判
断
基
準
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
一
定
の
理
解
を
得
ら
れ
る
が
、
理
論
税
制
の
本
質
で
は
な
い
と
考

え
る
。

2　

本
法
と
理
論
税
制

従
来
、
租
税
特
別
措
置
法
が
政
策
税
制
を
具
現
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
各
税
法
本
法
が
政
策
税
制
を
含
ま
な
い
と

い
う
命
題
は
、
直
ち
に
肯
定
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
日
本
の
所
得
課
税
法
は
、
戦
後
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
を
受
け
入
れ
、
帳
簿
記
入
記
録

保
存
に
基
づ
く
実
額
課
税
主
義
を
採
用
し
、
そ
の
進
展
の
た
め
に
「
青
色
申
告
制
度
」（
所
得
税
法
一
四
三
条
〜
一
五
一
条
、
法
人
税
法

一
二
一
条
〜
一
二
八
条
）
を
採
用
し
、
そ
の
青
色
申
告
納
税
義
務
者
に
対
す
る
特
典
（
帳
簿
に
基
づ
く
更
正
（
所
得
税
法
一
五
五
条
、
法
人
税
法

一
三
〇
条
）、
等
）
を
付
与
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
本
法
に
規
定
す
る
青
色
申
告
の
特
典
は
、
政
策
税
制
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
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ち
、
本
法
税
制
が
理
論
税
制
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
法
税
制
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
一
三
条
が
明
記
し
て
い
た
「
公
の
武
力
の
維
持
お
よ
び
行
政
の
支
出
の
た
め
に
、
共
同

の
租
税
が
不
可
欠
で
あ
る
」
と
い
う
税
制
の
根
本
を
支
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
税
が
財
政
収
入
で
あ

る
こ
と
は
、
経
済
・
政
治
・
法
的
な
事
実
と
し
て
市
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
財
政
収
入
を
確
保
す
る
税
制
は
、
税
制
の
基
本
で
あ

り
、
理
論
税
制
と
言
え
る
。

理
論
税
制
の
税
源
を
所
得
、
消
費
お
よ
び
資
産
等
に
求
め
る
こ
と
は
、
経
済
理
論
的
に
も
妥
当
で
あ
り
、
政
治
的
妥
協
点
で
も
あ
り
、

立
法
と
し
て
も
配
慮
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
結
果
、
理
論
税
制
と
し
て
は
、
所
得
税
制
度
、
消
費
税
制
度
お
よ
び
資
産
税
制
度
に
分

類
さ
れ
る
（
34
）

。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
税
成
文
法
と
し
て
、
い
か
な
る
租
税
要
件
等
を
定
め
立
法
し
、
各
課
税
税
制
に
係
る
本
法
本
則

の
税
実
体
規
定
を
構
成
す
べ
き
か
、
ま
た
税
手
続
規
定
を
定
め
る
か
が
、
理
論
税
制
の
構
築
と
し
て
問
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
本
法
本
則
規
定
は
、
政
策
税
制
を
排
除
し
、
理
論
税
制
を
探
究
し
た
も
の
に
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
現
行
の
税
実
定
法
は
、
政
策
税
制
と
理
論
税
制
と
が
混
在
し
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
法
は
、
義
務
教
育
を
修
了
し
た
市
民
に
理
解
で

き
う
る
簡
素
で
簡
潔
な
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
税
実
定
法
が
市
民
の
権
利
擁
護
の
た
め
の
道
具
と
し
て
機
能
す
る
基

礎
と
な
る
。

お
わ
り
に

政
策
税
制
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
の
概
念
設
定
が
さ
れ
、
特
定
の
政
策
目
的
と
の
関
連
性
お
よ
び
施
行
期
間
の
暫
定
性
を
有
す
る
税

制
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
理
論
税
制
は
、
そ
の
概
念
お
よ
び
内
容
に
つ
い
て
、
今
の
と
こ
ろ
確
定
的
な
も
の
が
な
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い
と
言
え
る
。
国
家
運
営
の
た
め
に
税
制
は
必
要
で
あ
る
。
そ
の
必
要
性
を
満
た
す
科
学
的
分
析
に
基
づ
く
理
論
税
制
は
あ
る
も
の
と
考

え
る
。
当
然
、
国
家
に
税
収
以
外
の
国
家
収
入
が
あ
り
、
そ
れ
に
て
国
家
運
営
が
で
き
る
場
合
、
税
制
は
不
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
国
家
は

無
税
国
家
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
国
家
は
、
小
国
に
は
稀
に
あ
る
が
、
通
常
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
租
税
国
家
が
要
請
さ
れ
る
。

税
制
は
、
税
法
定
原
理
に
基
づ
き
、
税
成
文
法
、
税
実
定
法
に
よ
り
具
現
化
さ
れ
る
。
国
家
の
財
政
規
模
に
よ
っ
て
は
、
所
得
税
、
消

費
税
、
資
産
税
を
網
羅
し
た
複
税
制
度
を
採
用
せ
ず
と
も
、
所
得
税
な
ど
単
一
税
制
を
採
用
す
る
国
も
存
在
し
う
る
。
税
負
担
の
公
平
を

考
慮
す
る
と
、
複
税
制
度
が
採
用
さ
れ
る
。
世
界
各
国
の
税
制
を
見
る
と
、
そ
の
税
制
は
、
所
得
税
、
消
費
税
、
資
産
税
と
い
う
分
類
に

基
づ
き
構
成
さ
れ
る
。
こ
こ
に
、
理
論
税
制
の
基
礎
が
あ
る
。
し
か
し
、
具
体
的
に
所
得
税
法
な
ど
の
比
較
法
的
検
証
を
行
う
と
、
各
国

の
所
得
税
制
は
、
同
一
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
課
税
所
得
の
分
類
に
し
て
も
、
全
く
同
一
な
所
得
分
類
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
各
国
の

税
制
は
、
類
似
す
る
が
同
一
で
は
な
い
。
国
際
取
引
に
お
け
る
税
障
害
を
縮
減
し
廃
止
す
べ
き
と
叫
ば
れ
る
が
、
そ
の
中
心
で
あ
る
関
税

制
度
を
廃
止
し
た
国
は
、
ガ
ッ
ト
体
制
か
ら
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
に
な
っ
て
も
、
未
だ
に
な
い
（
関
税
の
ゼ
ロ
税
率
適
用
品
目
は
多
く
は
な
っ
て
い
る
）。

フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
に
規
定
さ
れ
た
税
の
応
能
負
担
原
則
は
、
税
制
の
基
本
で
あ
る
。
税
以
外
の
公
的
課
徴
金
と
税
と
の
区
分
基
準
と

し
て
、
こ
の
原
則
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
原
則
は
、
所
得
税
制
で
は
総
合
累
進
課
税
、
消
費
税
制
で
は
基
本
生
計
費
（
衣
食
住
費
用
の
う
ち

最
低
限
度
の
消
費
支
出
）
非
課
税
や
奢
侈
品
重
課
税
、
資
産
税
制
で
は
生
活
資
産
減
免
税
な
ど
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
理
論
税
制
と
し
て
構
成
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

本
稿
は
、「
政
権
交
代
と
税
制
」
と
題
し
て
、
政
権
交
代
に
も
か
か
わ
ら
ず
改
正
が
な
か
っ
た
税
制
に
つ
い
て
例
示
し
、
こ
れ
が
政
策

税
制
か
理
論
税
制
か
と
い
う
議
論
を
提
起
し
た
。
日
本
政
治
史
に
お
い
て
、
日
本
政
治
が
多
党
制
で
あ
り
二
大
政
党
に
よ
る
支
配
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
政
権
交
代
が
頻
繁
に
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
細
川
内
閣
以
来
、
日
本
で
の
政
権
交
代
は
続
い
て
い
る
と
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も
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
政
権
交
代
に
よ
り
税
制
が
大
き
く
変
革
さ
れ
た
こ
と
も
な
い
と
言
え
る
。
政
権
交
代
に
も
か
か
わ
ら
ず
改

正
さ
れ
ず
に
存
続
し
た
政
策
税
制
で
は
な
い
非
政
策
税
制
が
理
論
税
制
で
あ
る
と
い
う
論
理
は
、
部
分
的
に
は
成
立
し
う
る
と
も
解
す
る

が
、
全
面
的
に
は
成
立
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

理
論
税
制
は
あ
る
と
い
う
仮
説
に
関
し
て
は
、
税
制
が
政
治
過
程
を
通
じ
て
成
立
す
る
社
会
現
象
と
し
て
の
税
実
定
法
を
基
礎
と
す
る

こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
客
観
的
真
実
性
と
し
て
の
「
科
学
性
」
を
認
め
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
と
諦
観
す
る
こ
と
は
易
し
い
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
理
論
税
制
は
立
法
者
意
思
に
よ
る
と
す
る
こ
と
も
安
易
な
結
論
で
あ
る
。

今
後
と
も
、
一
税
法
研
究
者
と
し
て
理
論
税
制
を
探
究
す
る
所
存
で
あ
る
。
な
お
、
政
策
税
制
は
、
理
論
税
制
を
歪
め
る
税
制
と
し
て

否
定
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
特
定
の
政
策
実
現
の
た
め
に
、
臨
機
に
そ
の
必
要
性
に
応
じ
て
採
用
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
全
面

的
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

脚
注

（
1
） 

本
稿
で
の
「
税
法
定
原
理
」
は
、「
租
税
法
律
主
義
の
原
則
」（
北
野
弘
久
『
税
法
学
原
論
（
第
六
版
）』（
以
下
、「
北
野
原
論
」
と
略
す
）（
青

林
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
八
九
頁
以
下
）
ま
た
は
「
租
税
法
律
主
義
」（
金
子
宏
『
租
税
法
（
第
十
九
版
）』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
四
年
）
七
一
頁
以

下
）
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
「
租
税
法
律
主
義
」
論
と
は
若
干
異
な
る
。
従
来
、
租
税
法
律
主
義
は
、
近
代
憲
法
に
お
い
て
「
法
律
な
け
れ
ば
課

税
な
し
」
を
表
現
し
規
定
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
租
税
要
件
等
法
定
主
義
、
租
税
要
件
等
明
確
主
義
、
税
務
行
政
の
合
法
律
性
の
原
則
な
ど
を
内
容

と
す
る
も
の
と
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
は
税
法
学
の
原
理
・
原
則
と
し
て
も
あ
る
。
税
法
定
原
理
は
、
経
済
的
に
資
本
主
義
、
政

治
的
に
民
主
主
義
を
基
礎
と
す
る
現
代
国
家
で
は
①
主
権
国
家
の
実
在
、
②
そ
の
国
家
内
に
私
有
財
産
制
を
基
礎
と
す
る
自
由
経
済
の
実
在
、
そ
し

て
③
社
会
的
公
正
の
実
在
と
い
う
税
法
公
準
を
根
底
と
す
る
税
が
法
定
さ
れ
存
立
す
る
と
い
う
基
本
原
理
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
税
法
学
の
存

九
一
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第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
一
七
四
）

立
基
盤
原
理
と
し
て
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
税
法
学
の
基
本
原
理
・
原
則
は
、
税
法
定
原
理
の
展
開
と
し
て
、
税
立
法
基
本
原
則
（
こ
の
内
容

と
し
て
、
租
税
負
担
公
平
原
則
と
租
税
要
件
等
法
定
原
則
、
税
成
文
法
主
義
、
国
税
法
律
主
義
、
地
方
税
条
例
主
義
が
展
開
さ
れ
る
）
と
税
法
執
行

基
本
原
則
（
税
法
執
行
（
行
政
、
裁
判
）
の
合
法
性
原
則
）
と
い
う
税
法
一
般
原
則
、
そ
し
て
課
税
基
礎
論
（
ま
た
は
税
源
論
）
に
基
づ
く
所
得
税

法
原
則
、
消
費
税
法
原
則
お
よ
び
資
産
税
原
則
と
い
う
個
別
税
法
原
則
が
展
開
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
従
来
の
税
法
学
方
法
論
と
し
て
、

原
理
・
原
則
の
関
係
性
な
ど
の
体
系
化
が
十
分
で
な
い
と
考
え
、
一
つ
の
提
言
を
「
税
法
定
原
理
」
等
と
し
て
な
す
も
の
で
あ
る
。

（
2
） 

北
野
原
論
一
九
頁
。
北
野
先
生
は
、
税
法
学
を
総
合
社
会
科
学
の
典
型
と
し
、
こ
れ
を
現
代
法
学
に
共
通
の
特
性
と
し
た
（
同
上
）。
金
子

宏
・
前
掲
書
三
四
頁
は
、
税
法
学
を
「
一
種
の
総
合
科
目
の
性
質
」
と
す
る
。

（
3
） 

北
野
税
法
学
は
、
す
で
に
立
法
面
で
の
税
現
象
に
つ
き
論
究
し
、
法
社
会
学
的
手
法
を
採
用
し
、
税
現
象
を
税
法
立
法
面
と
税
法
執
行
面
と
で

分
析
し
て
い
た
と
評
す
る
（
た
と
え
ば
北
野
税
法
学
に
お
け
る
租
税
法
律
主
義
の
現
代
的
展
開
論
、
北
野
原
論
一
一
〇
頁
以
下
参
照
）。
ま
た
具
体

的
事
例
と
し
て
、
石
村
耕
治
『
透
明
な
租
税
立
法
の
あ
り
方
』（
東
京
税
理
士
政
治
連
盟
、
二
〇
〇
七
年
）
を
指
摘
し
て
お
く
。

（
4
） 

投
票
率
五
〇
％
で
過
半
数
を
占
め
た
政
党
に
よ
る
過
半
数
決
議
は
、
単
純
な
認
識
と
し
て
は
、
二
五
％
以
上
で
は
あ
る
が
、
市
民
の
意
思
の
過

半
数
に
は
な
ら
な
い
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
逆
に
、
市
民
が
議
会
に
て
決
議
さ
れ
た
改
正
税
法
令
に
反
対
し
て
い
る
と
も
言
え
な

い
。
な
お
、
単
純
な
増
税
案
に
反
対
す
る
市
民
は
多
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
事
象
を
分
析
し
た
と
し
て
も
、
本
稿
の
対
象
と
す
る
「
理
論
税

制
」
と
「
政
策
税
制
」
と
の
峻
別
は
顕
現
化
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
本
稿
で
の
「
市
民
」
は
、
国
民
、
住
民
、
納
税
者
（
国
税
通
則
法
二
条

五
）
を
包
含
す
る
も
の
と
し
て
、
場
合
に
よ
り
、
こ
れ
ら
と
同
義
の
概
念
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

（
5
） 

北
野
先
生
の
税
法
学
、
い
わ
ゆ
る
「
北
野
税
法
学
」
と
言
わ
れ
た
も
の
は
、
こ
の
視
点
で
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
特
に
先
生
の
租
税
法

律
主
義
論
は
、「
租
税
法
律
主
義
自
体
が
現
代
税
法
に
お
け
る
法
認
識
論
的
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
構
成
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
法
実
践
論
の
基
本
的

道
具
概
念
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
」（
北
野
原
論
一
一
三
頁
）
と
し
、
こ
の
点
を
明
白
に
主
張
す
る
。

（
6
） 

民
主
国
家
に
お
け
る
課
税
権
と
納
税
義
務
と
の
関
係
、
す
な
わ
ち
税
法
関
係
は
、
主
権
者
で
あ
る
国
民
（
市
民
）
の
課
税
権
と
国
民
（
市
民
）

の
納
税
義
務
と
の
関
係
と
し
て
あ
る
。
こ
の
税
法
関
係
に
お
い
て
課
税
権
力
は
、
主
権
者
か
ら
の
信
託
に
基
づ
き
、
三
権
分
立
論
に
よ
り
税
法
立
法
、

税
法
行
政
お
よ
び
税
法
裁
判
（
こ
れ
ら
を
「
税
法
権
力
」
と
す
る
）
と
し
て
行
使
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
お
け
る
税
法
関
係
は
主
権
者
国
民
の
意

九
二



政
権
交
代
と
税
制
（
伊
藤
）

（
一
七
五
）

思
が
議
会
を
通
じ
て
立
法
化
（
税
法
の
イ
ン
プ
ッ
ト
）
さ
れ
、
税
法
行
政
お
よ
び
税
法
裁
判
に
お
い
て
税
法
執
行
（
税
法
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
さ
れ
、

市
民
の
納
税
（
税
法
の
ア
ウ
ト
カ
ム
）
に
よ
り
終
結
す
る
と
い
う
循
環
的
関
係
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
民
主
国
家
に
お
い
て
税
法
令
の
立
法
過
程
で

あ
る
税
法
立
法
、
そ
の
執
行
過
程
で
あ
る
税
法
行
政
お
よ
び
税
法
裁
判
の
税
法
権
力
の
行
使
に
対
し
て
市
民
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
保
障
さ
れ
る
こ
と

は
、
税
制
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。

（
7
） 

昭
和
六
三
年
一
二
月
二
一
日
、
自
民
党
が
参
議
院
税
制
特
別
委
員
会
で
消
費
税
を
柱
と
す
る
税
制
改
革
関
連
六
法
案
を
強
行
採
決
、
二
三
日
参

議
院
本
会
議
で
の
野
党
の
「
牛
歩
戦
術
」
も
あ
り
徹
夜
国
会
と
な
っ
た
が
、
二
四
日
に
税
制
改
革
関
連
法
案
が
成
立
し
た
。

（
8
） 

一
般
消
費
税
の
創
設
論
議
は
、
福
田
内
閣
で
の
大
蔵
大
臣
で
あ
っ
た
大
平
正
芳
が
「
赤
字
国
債
」
発
行
を
し
た
こ
と
へ
の
財
政
措
置
で
あ
っ
た
。

大
平
は
、
赤
字
国
債
を
発
行
し
た
責
任
を
、
財
政
再
建
と
し
て
の
一
般
消
費
税
に
よ
る
増
税
策
に
よ
る
政
治
的
決
着
を
講
じ
た
。
し
か
し
、
彼
の
急

逝
に
よ
り
、
そ
の
政
治
意
思
が
、
そ
の
後
の
政
権
で
あ
る
鈴
木
善
幸
政
権
、
中
曽
根
康
弘
政
権
、
そ
し
て
竹
下
登
政
権
に
継
が
れ
、
結
実
し
た
。
消

費
税
の
種
は
、
自
民
党
政
権
に
よ
る
「
赤
字
国
債
」
の
発
行
に
よ
る
「
赤
字
財
政
」
の
是
正
「
財
政
再
建
」
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
赤
字

国
債
の
発
行
は
増
額
さ
れ
て
い
っ
た
。
な
お
、
税
制
調
査
会
で
の
一
般
消
費
税
関
係
資
料
と
し
て
、
大
蔵
省
主
税
局
税
制
第
二
課
監
修
、
税
務
経
理

協
会
編
『
一
般
消
費
税
関
係
税
制
調
査
会
答
申
（
報
告
）
集
』（
税
務
経
理
協
会
、
昭
和
五
四
年
）、
ま
た
政
府
税
制
調
査
会
の
答
申
デ
ー
タ
と
し
て

は
、
日
本
租
税
研
究
協
会
が
答
申
集
を
そ
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
（
以
下
、「
Ｗ
Ｐ
」
と
す
る
）（http://w

w
w
.soken.or.jp/

）
に
掲
載
し
て
い
る

（
二
〇
一
五
年
七
月
確
認
）。

（
9
） 

売
上
税
法
案
に
つ
い
て
は
、
不
公
平
な
税
制
を
た
だ
す
会
編
『
売
上
税
法
を
斬
る　

自
民
党
「
Ｑ
＆
Ａ
」
総
反
論
』（
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
、

一
九
八
七
年
）
一
四
〇
〜
一
九
六
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
参
照
。

（
10
） 

こ
の
法
律
案
の
全
文
は
、
参
議
院
法
制
局
Ｗ
Ｐ
（http://houseikyoku.sangiin.go.jp/

）
内
「
参
議
院
議
員
提
出
法
律
案
情
報
」
に
て
第

一
一
六
回
国
会
平
成
元
年
九
月
二
八
日
〜
平
成
元
年
一
二
月
一
六
日
の
一
覧
の
法
律
番
号
一
に
て
照
会
で
き
る
（
二
〇
一
五
年
七
月
確
認
）。

（
11
） 

細
川
の
国
民
福
祉
税
論
は
、
消
費
税
の
廃
止
と
い
う
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
と
、
そ
の
一
方
で
の
大
蔵
省
の
増
税
に
よ
る
財
政
再
建
要
求
と
国
民
の

福
祉
充
実
要
請
と
を
混
在
さ
せ
て
し
ま
っ
た
政
治
的
妥
協
策
で
あ
っ
た
。
当
時
の
新
聞
報
道
は
、
増
税
に
対
す
る
批
判
が
多
い
。

（
12
） 

「
所
得
税
法
及
び
消
費
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
平
成
六
年
一
二
月
二
日
号
外
法
律
一
〇
九
号
）
三
条
は
消
費
税
率
三
％
か
ら
四
％
へ

九
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五
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二
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第
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（
二
〇
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月
）

（
一
七
六
）

の
上
昇
を
定
め
、
ま
た
「
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
平
成
六
年
一
二
月
二
日
法
律
一
一
一
号
）
は
地
方
消
費
税
を
創
設
し
、
消
費

税
譲
与
税
法
（
昭
和
六
三
年
法
律
一
一
一
号
）
を
廃
止
し
た
。
こ
れ
ら
法
律
の
附
則
に
は
「
検
討
」
と
題
す
る
条
項
、
い
わ
ゆ
る
「
見
直
し
」
条
項

が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
前
者
法
附
則
二
五
条
が
「
消
費
税
の
税
率
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
等
に
要
す
る
費
用
の
財
源
を
確
保
す
る
観
点
、
行
政

及
び
財
政
の
改
革
の
推
進
状
況
、
租
税
特
別
措
置
等
及
び
消
費
税
に
係
る
課
税
の
適
正
化
の
状
況
、
財
政
状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
検
討
を
加

え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
平
成
8
年
9
月
30
日
ま
で
に
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。」
と
定
め
、
ま
た
後
者
法
附
則
一
二
条

が
「
地
方
消
費
税
の
税
率
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
等
に
要
す
る
費
用
の
財
源
を
確
保
す
る
観
点
」（
以
下
略
）
と
定
め
、
こ
れ
ら
改
正
法
附
則
は
、

消
費
税
の
福
祉
目
的
税
と
し
て
の
性
格
を
持
た
せ
た
。
こ
れ
ら
「
見
直
し
」
条
項
は
、
消
費
税
の
廃
止
を
も
含
め
た
解
釈
も
な
し
え
た
（
北
野
弘
久

『
5
％
消
費
税
の
こ
こ
が
問
題
だ
』（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）
七
頁
）。

（
13
） 

民
主
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
二
〇
〇
九
年
七
月
二
七
日
発
行
）（
民
主
党
Ｗ
Ｐ
（http://w

w
w
.dpj.or.jp/

）＞

政
策＞

民
主
党
の
政
権
政
策

M
anifesto2009

。
二
〇
一
五
年
七
月
確
認
）
に
は
、「
消
費
税
」
に
つ
き
二
箇
所
の
記
述
が
あ
る
（
二
〇
一
五
年
七
月
確
認
）。
一
つ
は
、
一
八
頁

の
「
消
費
税
を
財
源
と
す
る
「
最
低
保
障
年
金
」
を
創
設
」
す
る
と
い
う
も
の
、
も
う
一
つ
は
、
二
〇
頁
の
「
自
動
車
取
得
税
は
消
費
税
と
の
二
重

課
税
回
避
の
観
点
か
ら
廃
止
」
す
る
と
の
記
述
で
あ
る
。

（
14
） 

野
田
政
権
が
国
会
提
出
し
た
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
に
関
連
す
る
国
会
提
出
法
案
等
は
、
多
岐
に
わ
た
る
。
税
制
改
正
と
し
て
は
、「
社
会

保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案
」（
平
成
二
四
年
三
月

三
〇
日
提
出
、
平
成
二
四
年
八
月
一
〇
日
成
立
、
平
成
二
四
年
八
月
二
二
日
法
律
第
六
八
号
）、「
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の

抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
地
方
税
法
及
び
地
方
交
付
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」（
平
成
二
四
年
三
月
三
〇
日
提
出
、
平
成
二
四
年
八

月
一
〇
日
成
立
、
平
成
二
四
年
八
月
二
二
日
法
律
第
六
九
号
）
が
あ
る
。
内
閣
官
房
Ｗ
Ｐ
（http://w

w
w
.cas.go.jp/

）＞

政
策
課
題＞

社
会
保
障

改
革＞

社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
に
関
連
す
る
国
会
提
出
法
案
等
を
参
照
（
二
〇
一
五
年
七
月
確
認
）。

（
15
） 

「
平
成
27
年
度
税
制
改
正
の
大
綱
」（
平
成
二
七
年
一
月
一
四
日
閣
議
決
定
）
お
よ
び
「
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」（
平
成

二
七
年
二
月
一
七
日
閣
議
決
定
、
平
成
二
七
年
二
月
二
〇
日
国
会
提
出
）
参
照
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
ま
と
め
た
財
務
省
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
税
制
改
正

（
案
）
の
ポ
イ
ン
ト
』（
平
成
二
七
年
二
月
発
行
）（
財
務
省
Ｗ
Ｐ
（http://w

w
w
.m
of.go.jp

）
内＞

税
制＞

出
版
物
等＞

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
九
頁
参

九
四



政
権
交
代
と
税
制
（
伊
藤
）

（
一
七
七
）

照
（
二
〇
一
五
年
七
月
確
認
）。

（
16
） 

北
野
原
論
二
八
頁
は
、
日
本
国
憲
法
の
も
と
で
の
す
べ
て
の
租
税
は
福
祉
目
的
税
で
あ
る
と
さ
れ
、「
新
福
祉
目
的
税
」
論
を
展
開
し
て
い
た
。

（
17
） 
社
会
保
険
制
度
は
、
保
険
制
度
と
し
て
あ
る
。
し
か
し
、
国
に
よ
っ
て
は
、
社
会
保
険
制
度
を
採
用
せ
ず
、
税
財
政
制
度
と
し
て
社
会
保
障
を

運
営
す
る
国
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
。
ま
た
、
日
本
の
地
方
税
と
し
て
「
国
民
健
康
保
険
税
」
が
あ
り
、

市
町
村
医
療
保
険
制
度
が
税
に
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。

（
18
） 

フ
ラ
ン
ス
の
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
の
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
に
対
す
る
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
反
乱
」
札
幌
法
学
二
五
巻
二
号

九
│
四
六
頁
を
参
照
。

（
19
） 

環
境
行
政
が
一
九
七
〇
年
代
に
世
界
的
に
展
開
さ
れ
た
が
、
こ
の
背
景
に
は
、
一
九
六
九
年
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ａ
（N

ational 

E
nvironm

ental P
olicy A

ct
、
国
家
環
境
政
策
法
）
を
制
定
し
、
環
境
行
政
組
織
と
し
て
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
（E

nvironm
ental P

rotection A
gency

、

環
境
保
護
庁
）
を
整
備
し
た
こ
と
が
あ
る
と
言
え
る
。
先
進
国
は
、
環
境
行
政
組
織
の
整
備
に
追
随
し
た
。
一
九
七
〇
年
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
首
都

で
あ
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
で
の
国
連
世
界
人
間
環
境
会
議
の
開
催
は
、
世
界
的
に
環
境
問
題
の
重
要
性
を
認
知
さ
せ
、
そ
の
後
の
環
境
対
策
が
展

開
さ
れ
る
原
点
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
。

（
20
） 

特
記
す
べ
き
は
、
シ
ラ
ク
政
権
下
で
の
二
〇
〇
四
年
の
憲
法
改
正
と
し
て
の
環
境
憲
章
（la C

harte de l’E
nvironnem

ent

）
の
制
定
で
あ
る
。

（
21
） 

グ
ル
ネ
ル
第
一
法
の
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
規
定
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
・
一
二
頁
お
よ
び
一
三
頁
参
照
。

（
22
） L

oi n

°2008-1425 du 27 décem
bre 2008 de fi nances pour 2009

に
よ
る
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
に
関
す
る
関
税
法
典
の
改
正
条
項
は
、
議
会
成

立
し
、
内
容
明
記
さ
れ
た
が
、
五
年
以
上
実
施
さ
れ
ず
に
い
た
。
現
在
、
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
に
関
す
る
関
税
法
典
規
定
は
、
実
施
さ
れ
、
同
法
典

二
六
九
条
以
下
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
23
） 

ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
で
の
反
乱
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
毎
週
の
よ
う
に
発
生
す
る
組
織
的
デ
モ
と
は
異
な
り
、
暴
動
で
あ
り
、
一
つ
の
革
命
と
で
も
言
え

る
も
の
で
あ
っ
た
。
前
掲
拙
稿
・
一
九
頁
│
二
四
頁
参
照
。

（
24
） 

当
時
の
首
相
エ
ロ
ー
（Jean-M

arc A
yrault

、
Ｐ
Ｓ
所
属
）
は
、「
実
施
停
止
で
あ
っ
て
、
廃
止
で
は
な
いS

uspension n’est pas 

suppression

」
と
発
言
し
た
。

九
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
一
七
八
）

（
25
） 

実
施
延
期
が
繰
り
返
さ
れ
た
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
二
〇
一
四
年
九
月
に
政
府
決
定
（A

rrêté du 30 septem
bre 2014 

relatif à la com
m
unication du m

ontant de la taxe sur les véhicules de transport de m
archandises

等
）
と
し
て
、
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
の

実
行
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
26
） 
税
制
に
は
、
政
策
税
制
と
こ
れ
と
区
別
さ
れ
る
税
制
が
あ
る
と
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
税
制
調
査
会
の
昭
和
五
一
年
度
の
税
制
に
関
す
る
答

申
（
昭
和
五
〇
年
一
二
月
）
三
頁
に
記
述
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
答
申
は
、
政
策
税
制
に
つ
い
て
は
、「
特
定
の
政
策
目
的
に
資
す
る
と
い
う
租

税
政
策
上
の
配
慮
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
税
負
担
の
公
平
そ
の
他
の
税
制
の
基
本
的
原
則
か
ら
は
認
め
難
い
と
考
え
ら
れ
る
実
質
的
な
意
味
で
の

特
別
措
置
」
と
し
、「
そ
れ
以
外
の
制
度
」
と
し
て
「
政
策
税
制
と
は
異
な
り
税
制
の
基
本
的
原
則
か
ら
み
て
所
得
税
法
、
法
人
税
法
等
の
本
法
に

規
定
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
制
度
及
び
現
在
の
と
こ
ろ
租
税
特
別
措
置
法
に
規
定
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
い
ず
れ
は
本
法
に
吸
収
さ
れ
て
然
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
制
度
」
と
し
て
い
る
（
前
掲
昭
和
五
一
年
度
税
調
答
申
・
日
本
租
税
研
究
協
会
Ｗ
Ｐ
内
税
制
調
査
会
答
申
集
よ
り
参
照
引
用
）

（
二
〇
一
五
年
七
月
確
認
）。
こ
れ
が
政
策
税
制
に
つ
い
て
の
歴
史
的
記
述
と
さ
れ
る
（
首
藤
重
幸
「『
政
策
税
制
の
法
的
限
界
の
検
討
』
の
研
究
に

つ
い
て
（
総
論
）」、
日
本
税
務
研
究
セ
ン
タ
ー
『
政
策
税
制
の
法
的
限
界
の
検
討
』（
日
税
研
論
集
五
八
号
、
二
〇
〇
八
年
）
四
頁
）。

（
27
） 

フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
（D
eclaration-des-D

roits-de-l-H
om
m
e-et-du-C

itoyen-de-1789

）
の
原
文
引
用
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府

L
egifrance

（http://w
w
w
.legifrance.gouv.fr
）
よ
り
、
ま
た
訳
に
つ
い
て
は
、
初
宿
正
典
・
辻
村
み
よ
子
編
『
新
解
説
世
界
憲
法
集
』

（
二
〇
一
四
年
、
三
省
堂
）
を
参
照
し
た
。

（
28
） 

私
論
の
税
の
定
義
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
一
三
条
お
よ
び
一
四
条
、
並
び
に
日
本
国
憲
法
前
文
の
民
主
主
義
を
表
現
し
た
記
述
な
ど
を
参
考

に
し
、「
民
主
国
家
に
お
け
る
税
は
、
市
民
が
そ
の
共
同
生
活
・
福
利
に
必
要
な
共
同
組
織
・
国
家
の
運
営
経
費
を
そ
の
能
力
に
応
じ
て
分
担
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
直
接
ま
た
は
間
接
的
に
民
主
主
義
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
き
法
的
に
承
諾
・
同
意
し
た
金
銭
給
付
で
あ
り
、
そ
の
課
徴
要
件
は
成
文

法
で
明
確
に
制
定
さ
れ
、
市
民
は
そ
の
使
途
を
追
及
す
る
権
利
を
有
す
る
。」
と
市
民
の
た
め
の
税
定
義
を
提
示
し
て
い
る
（
拙
稿
「
民
主
主
義
的

租
税
観
〜
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
に
再
び
学
ぶ
」
税
制
研
究
五
六
号
（
二
〇
〇
九
年
九
月
）
一
五
九
頁
）。

（
29
） 

法
人
税
法
六
九
条
に
規
定
す
る
外
国
税
額
控
除
に
つ
き
、
最
高
裁
は
「
同
一
の
所
得
に
対
す
る
国
際
的
二
重
課
税
を
排
斥
し
、
か
つ
、
事
業
活

動
に
対
す
る
税
制
の
中
立
性
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
政
策
目
的
に
基
づ
く
制
度
で
あ
る
」
と
解
し
て
い
る
（
最
二
小
判
平
一
七
・
一
二
・
一
六
、
判

九
六



政
権
交
代
と
税
制
（
伊
藤
）

（
一
七
九
）

時
一
九
一
八
号
三
頁
、
判
タ
一
一
九
九
号
一
七
四
頁
、D

1-law
.com

（
第
一
法
規
）
判
例
体
系
、
判
例
Ｉ
Ｄ
：28110085

、
判
例
評
釈
と
し
て
岡

村
忠
生
「
租
税
回
避
行
為
の
否
認
│
り
そ
な
外
税
控
除
否
認
事
件
」『
租
税
判
例
百
選
』（
第
五
版
）（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
2
0
7
）
四
〇
〜
四
一

頁
、
他
）。

（
30
） 
財
務
省
「
平
成
二
二
年
度
税
制
改
正
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
内
「
租
税
特
別
措
置
法
の
見
直
し
、
特
措
透
明
法
」
を
参
照
（
財
務
省
Ｗ
Ｐ＞

税
制＞

出
版
物
等＞
パ
ン
フ
レ
ッ
ト＞

過
去
の
税
制
関
係
パ
ン
フ＞

平
成
二
二
年
度
税
制
改
正
）、
お
よ
び
平
成
二
二
年
度
税
制
改
正
だ
い
大
綱
八
九
頁
掲

載
【
別
紙
1
】「
租
税
特
別
措
置
の
見
直
し
に
関
す
る
基
本
方
針
」（
内
閣
府
Ｗ
Ｐ
（http://w

w
w
.cao.go.jp

）
内＞

審
議
会
・
懇
談
会
等＞

税
制

調
査
会＞

過
去
の
税
制
調
査
会＞

税
制
調
査
会
（
二
〇
一
三
年
一
月
二
九
日
ま
で
）｠＞

諮
問
、
大
綱
、
報
告＞

二
〇
〇
九
年
）（
二
〇
一
五
年
七
月

確
認
）
参
照
。
ま
た
、「
租
税
特
別
措
置
法
の
適
用
実
態
調
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
書
」
が
「
平
成
二
三
年
度
適
用
実
態
調
査
」（
平
成
二
五
年
三

月
国
会
提
出
）、「
平
成
二
四
年
度
適
用
実
態
調
査
」（
平
成
二
六
年
二
月
国
会
提
出
）
お
よ
び
「
平
成
二
五
年
度
適
用
実
態
調
査
」（
平
成
二
七
年
二

月
国
会
提
出
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
前
掲
・
財
務
省
Ｗ
Ｐ＞

税
制＞

関
連
資
料
・
デ
ー
タ＞

租
税
特
別
措
置
法
の
適
用
実
態
調
査
の
結
果

に
関
す
る
報
告
書
を
参
照
）（
二
〇
一
五
年
七
月
確
認
）。

（
31
） 

平
成
二
二
年
度
税
制
改
正
大
綱
は
、
租
税
特
別
措
置
の
見
直
し
に
関
す
る
基
本
方
針
を
明
示
し
た
（
同
大
綱
八
九
│
九
〇
頁
）。

（
32
） 

地
方
税
法
五
条
は
、
市
町
村
法
定
目
的
税
と
し
て
、
入
湯
税
、
事
業
所
税
、
都
市
計
画
税
、
水
利
地
益
税
、
共
同
施
設
税
、
宅
地
開
発
税
お
よ

び
国
民
健
康
保
険
税
を
規
定
し
て
い
る
。

（
33
） 

前
掲
税
調
・
昭
和
五
一
年
度
答
申
（
注
25
引
用
）。

（
34
） 

財
務
省
が
そ
の
Ｗ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
る
「
国
税
・
地
方
税
の
税
目
・
内
訳
」
に
示
さ
れ
て
い
る
税
分
類
は
、
所
得
課
税
、
消
費
課
税
お
よ
び
資

産
課
税
等
の
三
種
で
あ
る
（
前
掲
・
財
務
省
Ｗ
Ｐ＞

税
制＞

わ
が
国
の
税
制
の
概
要＞

わ
が
国
税
制
・
財
政
の
現
状
全
般＞

国
税
・
地
方
税
の
税

目
・
内
訳
）（
二
〇
一
五
年
七
月
確
認
）。
こ
の
三
分
類
は
適
当
な
も
の
と
解
す
る
が
、
そ
こ
に
分
類
掲
載
さ
れ
て
い
る
税
目
が
理
論
税
制
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
と
は
断
言
で
き
な
い
。

九
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
一
八
〇
）

【
追
記
】
藤
原
孝
先
生
を
知
っ
た
の
は
、
二
〇
一
三
年
四
月
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
第
三
大
学
に
客
員
教
授
と
し
て
海
外
研
修
中
に

知
り
合
い
と
な
っ
た
同
大
学
の
日
本
語
コ
ー
ス
担
当
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ズ
・
ゲ
ル
（M

m
e F
rançoise G

uelle

）
准
教
授
か
ら
で
あ
っ
た
。
帰

国
後
、
二
〇
一
四
年
四
月
か
ら
日
本
大
学
法
学
部
教
授
と
し
て
迎
え
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
少
数
派
で
あ
る
フ
レ
ン
チ
・
ス
ク
ー
ル
の
一

員
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
先
生
と
親
交
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

留
学
に
よ
り
得
る
こ
と
は
多
く
、
机
上
研
究
の
誤
謬
も
発
見
で
き
る
。
筆
者
は
フ
ラ
ン
ス
税
法
を
研
究
し
て
き
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
税
法

学
の
第
一
人
者
で
あ
っ
たL

ouis T
R
O
T
A
B
A
S

を
「
ト
ロ
タ
バ
」
と
呼
ん
で
い
た
が
、
リ
ヨ
ン
大
学
の
税
法
教
授
で
あ
るJean-L

uc 

P
IE
R
R
E

と
ラ
ン
チ
を
し
て
い
た
と
き
に
「
ト
ロ
タ
バ
ス
」
と
訂
正
さ
れ
、
机
上
研
究
の
失
敗
を
痛
感
し
た
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一
九
八
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と

二
〇
一
三
年
の
二
度
、
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
経
験
を
母
校
で
の
フ
ラ
ン
ス
研
究
者
へ
と
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
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